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【条例制定の事例】

大阪府
大阪府インターネット上の誹謗中傷や差別等の人権
侵害のない社会づくり条例

CASE STUDY

　大阪府では、インターネット上の誹謗中傷や差別的言動等の人権侵害が深刻化して
いる中、府民の誰もが被害者にも加害者にもならないよう、全ての人の人権が尊重さ
れる豊かなインターネット社会を創るため、令和４年３月、「大阪府インターネット上の
誹謗中傷や差別等の人権侵害のない社会づくり条例」を制定した。

１　

条
例
制
定
の
背
景
と
経
緯

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
の
深
刻
化

と
被
害
回
復
の
困
難
さ 

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
そ
の
匿
名
性
や
情
報
の
拡
散
性
と
い
っ

た
特
性
を
悪
用
し
た
誹
謗
中
傷
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
、
不
当
な
差
別
的
言
動
等
の
人
権
侵
害
が
多
数

発
生
し
て
お
り
、
被
害
者
が
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う

痛
ま
し
い
事
案
も
発
生
す
る
な
ど
、
喫
緊
の
社
会
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
情
報

に
つ
い
て
削
除
を
求
め
て
も
、
時
間
と
費
用
が
か
か

る
上
、
特
定
個
人
を
対
象
と
し
て
い
な
い
人
権
侵
害

情
報
は
既
存
の
法
律
で
の
対
処
が
困
難
で
す
。
大
阪

府
に
お
い
て
も
、
条
例
制
定
以
前
か
ら
、
差
別
を
助

長
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
発
信
に
つ
い
て
削
除

要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
応

じ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
実
効
性
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
２
）
条
例
の
制
定
と
一
部
改
正 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
大
阪
府
で
は
令
和
４

年
３
月
の
大
阪
府
議
会
に
お
い
て
、
議
員
提
案
に
よ

り
「
大
阪
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
差

別
等
の
人
権
侵
害
の
な
い
社
会
づ

く
り
条
例
」が
全
会
一
致
で
可
決
・

成
立
し
、
同
年
４
月
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
本
条
例
は
、
誰
も
が
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い

よ
う
、
府
の
責
務
や
府
民
の
役
割

を
明
ら
か
に
し
、
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
条
例
の
附
則
に
基
づ

き
、
施
行
後
１
年
を
目
途
に
実
効
性
の
あ
る
施
策
を

検
討
す
る
た
め
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
「
大
阪

府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
の
解
消
に
関
す

る
有
識
者
会
議
」
を
、同
年
５
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
表
現
の
自
由
の
保
障
と
の
調
和
や
、

行
政
が
公
権
力
と
し
て
介
入
す
る
こ
と
の
是
非
、
プ

ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削
除
要
請
や
、
行
為
者
（
誹
謗
中

傷
等
に
よ
り
被
害
者
を
発
生
さ
せ
た
者
）
へ
の
対
応

の
あ
り
方
が
慎
重
に
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
有
識
者
会
議
の
意
見
（
令
和
５
年
３
月
取
り

ま
と
め
）
を
踏
ま
え
、
府
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削

除
要
請
や
、
発
信
者
へ
の
説
示
・
助
言
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
の
根
拠
を
明
確
に
す
る
た
め
、
知
事
提

案
に
よ
り
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
改
正

条
例
は
令
和
５
年
10
月
に
施
行
さ
れ
、
削
除
要
請
や

説
示
・
助
言
等
の
規
定
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２　

改
正
条
例
の
内
容
と
特
徴

一
部
改
正
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
規
定
の
主
な
内

容
と
特
徴
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
不
当
な
差
別
的
言
動
等
の
定
義
の
明
確
化

条
例
第
２
条
第
１
号
に
お
い
て
、
削
除
要
請
や
説

示
・
助
言
の
対
象
と
な
る
「
不
当
な
差
別
的
言
動
」

を
明
確
に
定
義
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
人
種
、

民
族
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
門
地
、
障
害
、

疾
病
、
性
的
指
向
、
性
自
認
等
の
共
通
の
属
性
を
理

由
と
し
て
す
る
侮
辱
、
嫌
が
ら
せ
等
の
言
動
又
は
当

該
属
性
を
理
由
と
し
て
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す

る
こ
と
を
助
長
し
、
若
し
く
は
誘
発
す
る
と
判
断
で

き
る
言
動
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削
除
の
要
請
等

条
例
第
12
条
に
お
い
て
、
府
内
に
居
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
「
特
定
の
個
人
」
若
し
く
は
、「
当
該
個

人
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
集
団
」
又
は
「
府
内
の
特
定

の
地
域
」
に
関
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
に
係
る
侵

害
情
報
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
被
害
者
か

ら
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
府
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
対
し
て
削

除
の
要
請
、
又
は
国
等
の
関
係
機
関
に
対
す
る
通
報

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
ま
し
た
。　
　

被
害
者
か
ら
の
申
出
を
基
本
と
し
ま
す
が
、「
そ

の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
と
し
て
、
特
定

の
地
区
が
い
わ
ゆ
る
同
和
地
区
で
あ
る
、
又
は
あ
っ

た
と
す
る
情
報
の
摘
示
に
関
し
て
情
報
提
供
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
、
被
害
者
に
よ
る
自
主
的
な
被
害
の
拡

大
防
止
・
回
復
を
促
す
こ
と
が
見
込
め
な
い
と
き
に

お
い
て
は
、
被
害
者
か
ら
の
申
出
を
前
提
と
せ
ず
、

府
に
お
い
て
削
除
の
要
請
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

（
３
）
行
為
者
へ
の
説
示
又
は
助
言

条
例
第
13
条
に
お
い
て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
削
除

要
請
等
を
行
っ
て
も
情
報
が
削
除
さ
れ
ず
、
発
信
・

拡
散
し
た
者
が
明
ら
か
で
あ
る
な
ど
必
要
と
認
め
る

と
き
は
、
府
は
そ
の
者
に
対
し
、
情
報
の
削
除
に
向

け
た
説
示
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
有
識
者
会
議
等
の
議
論
を
踏
ま
え
、「
説

示
」
は
当
該
情
報
が
侵
害
情
報
で
あ
る
と
し
て
事
理

を
説
示
し
、
反
省
を
促
し
削
除
を
求
め
る
も
の
、「
助

言
」
は
情
報
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
人
権
意
識
の
涵

養
を
促
す
と
と
も
に
、
紛
争
解
決
の
方
向
と
し
て
削

除
を
促
す
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
事
業
者
の
責
務
と
審
議
会
へ
の
諮
問

条
例
第
６
条
に
お
い
て
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
の
防
止
の
必
要
性

の
理
解
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に

努
め
、
府
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
を
規
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
15
条
に
お
い

て
、
削
除
要
請
等
や
説
示
・
助
言
を
行
う
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
大
阪
府
人
権
施

策
推
進
審
議
会
に
諮
問
し
、
意
見
を
聴
く
仕
組
み
を

設
け
ま
し
た
。
有
識
者
会
議
等
の
議
論
を
踏
ま
え
、

事
案
ご
と
に
個
別
に
削
除
要
請
等
の
可
否
に
つ
い
て

諮
問
す
る
こ
と
は
、
即
応
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
お

い
て
、
迅
速
性
を
著
し
く
損
な
う
た
め
行
わ
ず
、
あ

ら
か
じ
め
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
有
識
者
の
意

見
を
聴
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

３　

条
例
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
取
組

（
１
）
削
除
要
請
等
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
（
指
針
）
の
策
定

削
除
要
請
等
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
条

例
第
15
条
に
基
づ
く
審
議
会
で
の
議
論
を
経
て
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
不
当
な
差
別
的
言
動
に
係
る
侵

害
情
報
に
対
す
る
削
除
の
要
請
等
及
び
説
示
又
は
助

言
の
実
施
に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
指
針
で
は
、「
侵
害
情
報
」
を
、
名
誉
毀
損
、
名

誉
感
情
の
侵
害
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
私
生
活
の

平
穏
の
侵
害
と
い
っ
た
、
人
格
権
を
侵
害
す
る
も
の

と
し
、
表
現
の
自
由
の
保
障
と
の
調
和
に
配
慮
し
た

上
で
、
客
観
的
に
権
利
侵
害
が
明
ら
か
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
情
報
に
限
り
、
削
除
要
請
等
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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令
和
７
年
度
は
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
大
阪
エ
ヴ
ェ
ッ
サ
」
と
連
携
し
、
府
内
全
て
の
小
・

中
・
高
・
支
援
学
校
に
通
う
約
90
万
人
の
児
童
・
生

徒
へ
啓
発
カ
ー
ド
を
配
布
し
た
ほ
か
、
主
要
な
映
画

館
や
鉄
道
車
両
内
ビ
ジ
ョ
ン
で
啓
発
動
画
を
放
映
し

ま
し
た
。

ま
た
、
鉄
道
駅
や
商
業
施
設
、
大
学
等
と
協
力
し

た
広
報
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
を

通
じ
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
広

く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
２
）
専
門
相
談
窓
口
「
ネ
ッ
ト
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の

設
置

被
害
者
に
寄
り
添
い
、
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
総
合

的
な
支
援
と
し
て
、
大
阪
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誹
謗

中
傷
・
ト
ラ
ブ
ル
相
談
窓
口
「
ネ
ッ
ト
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
府
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

さ
れ
て
い
る
方
や
そ
の
親
族
等
で
あ
れ
ば
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
メ
ー
ル
等
で
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
３
）
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進

大
阪
府
で
は
、
2
月
を
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

人
権
侵
害
解
消
推
進
月
間
」
と
し
、
誹
謗
中
傷
や
差

別
等
の
人
権
侵
害
の
な
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
啓

発
活
動
を
集
中
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
通
年
で
、
府
内
の
企
業
や
学
校
等
を
対

象
と
し
た
「
人
権
啓
発
出
前
講
座
」
を
講
義
型
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
施
し
、
具
体
的
な
事
例
を
交

え
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン

ト（
誹
謗
中
傷
や
差
別
的
な
投
稿
、フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
等
）
を
解
説
す
る
ほ
か
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
の
講

座
配
信
も
行
い
、
幅
広
い
層
に
向
け
た
教
育
・
啓
発

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

４　

今
後
の
展
望
と
課
題

（
１
）
情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
対
処
法
の
施

行イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
特
定
の
個
人
に
対
す
る
誹

謗
中
傷
に
つ
い
て
は
、
表
現
の
自
由
の
観
点
か
ら
行

政
が
直
接
削
除
要
請
等
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
、
被

害
者
自
身
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削
除
要
請
や

司
法
手
続
を
通
じ
て
被
害
回
復
を
図
る
こ
と
が
原
則

と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任

制
限
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和
７
年
４
月
に
「
情
報
流

通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
対
処
法
（
以
下
「
情
プ
ラ
法
」

と
い
う
。）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
改
正
に

よ
り
、
大
規
模
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
等
に
対

し
て
、
被
害
者
か
ら
の
削
除
申
出
か
ら
原
則
7
日
以

内
に
結
果
と
理
由
を
通
知
す
る
義
務
や
、
削
除
基
準

の
公
表
な
ど
、
削
除
対
応
の
迅
速
化
と
運
用
状
況
の

透
明
化
が
義
務
付
け
ら
れ
、
被
害
者
救
済
に
向
け
た

啓発ステッカー

啓発カード
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一
定
の
前
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
情
プ
ラ
法
に
基
づ
く
削
除
申
出
は
あ
く

ま
で
「
被
害
者
本
人
（
又
は
代
理
人
）」
が
権
利
回

復
を
行
う
た
め
の
手
続
で
あ
り
、
行
政
が
被
害
者
に

代
わ
っ
て
申
出
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
害

者
が
孤
立
し
、追
い
詰
め
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

府
と
し
て
は
「
ネ
ッ
ト
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
中
心
と
し

た
相
談
体
制
を
通
じ
、
法
的
・
技
術
的
助
言
や
心
理

的
ケ
ア
に
よ
る
寄
り
添
い
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
）
国
へ
の
要
望

他
方
、
集
団
や
特
定
の
地
域
に
対
す
る
不
当
な
差

別
的
言
動
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
が
声
を
上
げ
に
く

い
状
況
が
あ
り
、
行
政
に
よ
る
対
応
が
重
要
で
す
。

府
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
削
除
要
請
を
行
っ
た
場
合
で

も
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
定
め
る
判
断
基
準
を
理
由
に

削
除
に
応
じ
な
い
ケ
ー
ス
が
依
然
と
し
て
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
行
政
に
よ
る
削
除
要
請
の
実
効
性
を
い

か
に
高
め
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。

こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
大
阪
府
で
は
、
国
に

対
し
、
情
プ
ラ
法
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い

て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
公
的
機
関
専
用
の
申
出

フ
ォ
ー
ム
を
設
け
る
旨
を
明
記
す
る
こ
と
な
ど
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

５　

お
わ
り
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
は
拡
散
性
が
高

く
、
完
全
な
回
復
が
困
難
で
す
。
大
阪
府
は
条
例
に

基
づ
き
、
不
当
な
差
別
的
言
動
へ
の
削
除
要
請
や
説

示
・
助
言
の
仕
組
み
を
整
備
し
ま
し
た
。
専
門
相
談

窓
口
「
ネ
ッ
ト
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
に
よ
る
支
援
や
教
育
・

啓
発
も
推
進
し
、
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

豊
か
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
実
現
に
粘
り
強
く

取
り
組
み
ま
す
。


